
A

法
人
部

刃
Φ
一
0
「
ヨ
で
o
m
仂
子
一
Φ
゛
一
剛
0
「
羣
史
印
コ
住

工
0
乏
J
 
で
あ
っ
た
ま
た
、
 
5
月
部
日
に
は

大
学
明
徳
館
で
「
最
重
要
課
題
一
教
育
」

'
,
↓
=
Φ
勺
二
o
a
K
 
,
国
住
§
一
一
0
コ
ー
の
演
題
の
も

と
で
公
開
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
た
。
今
回
の
新

島
講
座
に
は
、
大
学
の
教
職
員
や
学
生
だ
け
で

な
く
、
国
際
政
治
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
般

の
方
々
の
参
加
も
多
数
あ
り
、
盛
会
の
裡
に
終

つ
九2

0
0
4
年
春
の
叙
勲
・
叙
位

祠
志
社
大
学
名
誉
教
授
山
本
浩
氏
が
瑞

'
^
^
^
音
^
を
受
音
^
さ
^
、
 
5
月
7
日
皇
^
で
^

迷
式
が
行
わ
れ
た
ま
た
、
同
志
社
大
学
名
誉

教
授
清
水
漬
氏
が
瑞
宝
中
綬
章
、
同
志
社
大

学
名
誉
教
授
加
藤
正
男
氏
が
瑞
宅
中
綬
章
、

同
 
0
社
大
学
名
当
教
授
涼
田
清
夫
氏
が
瑞
宝

小
綬
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
 
5
月
松
日
国

立
劇
場
大
劇
場
で
仏
達
式
が
行
わ
れ
た

2
0
0
4
年
度
入
社
式

4
月
3
日
、
同
志
社
礼
仟
堂
に
て
入
社
式
が

行
わ
れ
た
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教
員
部

人
、
女
子
大
学
教
員
部
人
香
里
中
学
校
・
高

等
学
校
教
員
2
人
女
十
中
学
校
・
高
等
学
校

教
員
5
人
、
中
学
校
教
員
1
人
大
学
職
員
8

人
、
女
子
大
学
職
員
5
人
の
寸
1
2
9
人
で
あ

第
即
回
新
島
講
座

第
即
回
新
島
講
座
は
、
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
国
子
不
ス
吊
駐
代
表
部
代
表
ド
ラ
ゴ

リ
ユ
ー
ブ
・
ナ
イ
マ
ン
大
使
を
迎
え
、
 
5
月
舗

日
に
大
山
孟
静
館
、
続
い
て
5
月
舒
日
に
女
子

大
鄭
徳
館
に
お
い
て
公
開
講
票
開
催
さ
れ

た
綱
演
の
演
題
は
冬
々
「
西
・
西
対
立

米
・
欧
関
係
の
将
来
」
(
.
,
乏
Φ
m
-
,
乏
Φ
m
-

δ
0
コ
一
=
0
岳
一
↓
=
Φ
勺
仁
三
「
Φ
 
0
-
 
9
Φ
 
C
m

国
三
0
で
Φ
知
Φ
一
豊
0
=
m
J
 
と
「
国
連
改
革
は
可

能
か
?
一
そ
の
目
的
と
方
法
」
(
,
,
-
m
 
ヨ
Φ
 
C
Z

る
大
谷
賀
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
か
ら
歓

迎
の
こ
と
ぱ
が
述
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か
ら

各
学
校
の
代
表
者
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
た

大
学

●
寒
梅
館
、
渓
水
館
、
光
喜
館
が
竣
工

▽
3
月
四
日
、
旧
大
学
会
館
跡
地
に
建
設
さ
れ

た
寒
梅
館
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た

地
上
7
階
地
下
1
階
、
延
床
面
積
1
万

8
,
1
4
5
.
m
。
司
法
研
究
科
と
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科
の
図
書
室
・
自
習
室
・
個
人
研
究
室
・
事

務
室
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
会
議
室
の
ほ
か
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
厚
生

館
保
健
セ
ン
タ
ー
や
り
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
な
ど

が
あ
る

ま
た
、
 
1
階
に
力
フ
エ
レ
ス
ト
ラ
ン
(
Ⅱ
時

S
鈴
時
)
と
7
階
に
ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
(
円

時
S
器
時
)
が
オ
ー
プ
ン
し
、
罫
・
タ
食
に
は

一
般
利
用
者
も
含
め
て
、
連
日
賑
わ
っ
て
い
る

(
巻
頭
の
グ
ラ
ビ
ア
を
需
じ

▽
3
月
即
Π
、
京
田
辺
校
地
で
光
喜
館
(
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
)
の
竣
工
式
が
、

総
長
・
理
事
長
出
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た

一
認

DOSHISHA

REPORT



地
上
3
俳
、
地
下
1
階
、
延
床
面
積
2
,
5

7
4
m
 
文
剖
予
学
省
平
成
巧
年
叟
私
立
大
学

田
希
研
究
一
侵
化
雛
事
業
に
採
択
さ
れ
た
共

祠
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
「
次
惜
代
ゼ
ロ
エ
ミ
ツ
シ
ヨ

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
一
の
研
究
開

発
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

マ
3
打
討
日
に
は
、
一
栞
館
(
新
研
究
室
徠
)

の
竣
工
式
が
理
事
長
ほ
か
教
職
員
関
係
者
等
が

出
席
し
て
行
わ
れ
た

鉄
獄
地
り
4
階
建
、
延
床
而
穫
3
,
6
1
フ

m
で
、
館
名
は
Ⅲ
渓
水
館
名
を
踏
製
し
た

本
施
股
は
、
 
2
0
0
4
年
4
月
に
開
設
さ
れ

九
政
策
学
部
 
2
0
0
5
年
4
打
に
開
設
予
定

の
社
今
添
か
利
用
す
る
教
育
・
研
究
施
設
の

環
と
し
て
、
新
叩
キ
ャ
ン
パ
ス
第
】
従
脱

館
・
合
宿
棟
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
渓
水
館

の
元
成
に
ょ
り
、
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
舸
の

活
性
化
が
期
付
さ
れ
る

副
学
長
制
度
が
発
足

4
河
1
日

学
内
の
慈
思
決
延
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

<
圷
度
か
ら
副
田
釜
制
度
を
儿
双
け
、
 
4
月
1
日

に
2
人
の
則
美
が
就
仟
し
た

1
人
は
、
懇
や
熟
玉
業
に
関
わ
る
企
画

嗣
整
を
受
け
持
ち
、
將
来
構
想
を
扣
山
1
す
る
。

他
の
1
人
は
、
研
究
亊
業
に
関
わ
る
企
画
羽
整

を
受
け
持
ち
、
京
田
辺
校
地
の
活
性
化
、
渉
外

を
主
に
扣
当
す
る

●
文
科
省
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
る

7
月
訟
日

文
部
科
学
省
が
選
定
す
る
今
年
度
の
「
特
色

あ
る
人
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
特
色
G
P
)

大
学
の
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ

、

これ
た
「
大
学
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
造
ー
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
バ
イ
ド
の
克
服
」
と

^
し
、
^
な
る
〕
^
^
^
^
ー
^
^
^
^
^
に
な

り
が
ち
な
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

学
生
同
k
の
荒
を
通
じ
て
、
学
生
の
成
長
を

促
す
取
り
組
み
キ
ャ
ン
パ
ス
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ
ー
を
U
覚
的
に
形
成
す
る
過
程
を
経
て
、
支

え
ら
れ
る
側
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
支
え
る
側

四
釜
の
教
育
効
果
に
力
点
を
置
い
て
い
る

こ
の
文
科
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
全
国
か

ら
5
3
4
件
の
応
募
が
あ
り
、
認
件
が
選
ぱ
れ

ナ

な
お
、
八
田
英
.
大
7
長
が
鄭
那
長
を
務
め

る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
尿
都
(
京
都
地
域
の

全
別
大
学
・
知
期
大
学
が
加
盟
)
の
「
本
逐

携
に
ょ
る
新
し
い
教
養
教
育
の
創
造
S
京
都
地

域
に
お
け
る
単
位
亙
換
制
度
S
」
も
採
択
さ
れ

て
い
る

女
子
大
学

音
楽
学
科
声
楽
オ
ペ
ラ
公
演

第
Π
回
寮
木
オ
ペ
ラ
ハ
ム
演
乏
.
)
.
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
作
仙
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
は
2
同
幻
H

に
刃
邑
ル
念
洲
堂
で
上
渙
さ
れ
た

音
楽
学
科
声
楽
コ
ー
ス
の
授
業
「
オ
ヘ
ラ

Ⅲ
・
Ⅳ
」
を
履
修
し
て
い
る
学
生
を
中
心
に
、

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓

京田辺校地において挙行された光喜館の竣工式
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
百
人
を
超
え

る
学
生
が
関
わ
り
、
 
1
年
か
け
て
作
り
上
げ
て

き
た
こ
の
舞
台
は
、
多
数
の
立
ち
見
が
出
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
幕
し

た
指
導
は
同
志
社
女
子
大
学
嘱
託
講
師
・
坂

口
茉
里

も
の
で
、
こ
自
身
の
実
際
の
歩
み
を
交
え
な
が

ら
、
画
家
と
し
て
の
職
業
や
絵
画
を
制
作
す
る

心
の
意
外
な
動
き
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
展
開

等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
6
月

即
日
に
は
、
同
氏
を
講
師
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ツ
プ
が
開
催
さ
れ
参
加
し
た
学
生
部
人
は
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
、
「
心
の
風
景
」
を

テ
ー
マ
に
制
作
を
行
っ
た
同
氏
が
創
り
出
す
、

絵
画
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
ょ
る
表
現
「
イ

バ
ラ
ー
ド
」
の
世
界
に
じ
か
に
触
れ
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。

●
現
代
こ
ど
も
学
科
開
設

2
0
0
4
年
4
月
に
現
代
社
会
学
部
現
代
こ

ど
も
学
科
を
開
設
 
1
1
0
人
が
入
学
。
現
代

社
会
を
取
り
巻
く
状
況
の
中
、
こ
ど
も
を
社
会

的
な
存
在
と
し
て
捉
え
、
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
中
心
と
し
て
、
地
球
と
社
会
、
「
社
会

と
地
域
、
「
創
造
と
共
生
」
の
3
つ
の
科
目
群

か
ら
こ
ど
も
を
総
合
的
に
研
究
す
る
小
学
校

教
員
免
許
課
程
を
設
置
し
て
お
り
、
卒
業
と
同

時
に
小
学
校
教
諭
種
免
許
状
が
取
得
可
能
。

卒
業
ル
仮
の
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
、

小
学
校
教
諭
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
関
連
企
業

児
童
支
援
禍
祉
施
設
職
員
、
こ
ど
も
支
援
N
G

0
・
N
P
0
職
員
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
井
上
直
久
氏

展
会
.
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

5
月
柁
日
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
画

家
・
井
上
直
久
氏
を
迎
え
「
イ
バ
ラ
ー
ド
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
旅
す
る
絵
の
世
界
」
と
題
し

て
講
演
会
が
行
わ
れ
た
こ
の
講
演
会
は
、
同

氏
に
ょ
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

尓
「
井
上
直
久
絵
画
展
ー
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

で
観
る
絵
画
」
の
関
連
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た

●
大
学
院
国
際
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
科
開
設

2
0
0
4
作
4
月
に
国
際
社
会
シ
ス
テ
ム
研

究
科
国
際
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻
(
修
士
課
程
)

を
開
設
。
 
5
人
が
入
学
①
国
際
社
会
の
相
亙

理
解
・
発
展
を
め
ざ
す
文
化
面
僻
面
②

環
境
政
策
面
で
の
国
際
交
流
、
③
宗
教
的
・
地

域
社
会
的
・
社
会
心
理
的
側
面
か
ら
の
現
代
社

会
の
理
解
と
い
う
つ
の
観
点
か
ら
、
国
際

社
会
の
粛
課
題
に
対
し
て
、
「
共
生
の
道
を
捺

る
」
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
ぃ
て

教
育
研
究
し
、
か
つ
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
職
業

人
お
よ
ぴ
研
究
者
の
育
成
を
め
ざ
す

学
術
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
設

本
学
の
各
学
問
分
野
の
研
究
活
動
を
高
め

社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
を
は
か
る
た
め
に
、
全

学
的
な
〕
希
研
究
推
進
業
務
を
統
括
す
る
機
関

と
し
て
、
 
4
月
1
日
、
学
術
研
究
推
進
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
複
数
の
事

務
室
が
扣
当
し
て
き
た
産
官
学
等
と
の
連
携
業

務
、
研
究
業
績
等
の
管
理
が
ご
兀
化
さ
れ
新

た
に
知
的
財
産
管
理
業
務
も
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
今
後
は
本
学
の
産
官
学
お
よ
ぴ
地
域

等
と
の
り
エ
ゾ
ン
業
務
は
当
セ
ン
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
来
に
お
い

万



て
も
産
官
学
地
城
連
携
に
関
す
る
取
組
み
は
行

つ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
か
つ

効
率
的
に
社
会
の
二
ー
ズ
と
学
内
の
シ
ー
ズ
を

結
び
つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

商
標
登
録

同
志
社
女
f
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お
よ
ぴ
そ

の
名
称
,
.
く
弓
、
に
つ
い
て
特
許
庁
に
商
標
登

録
申
消
を
行
っ
た
結
果
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ

い
て
は
4
同
即
U
付
で
登
録
さ
れ
た
。
名
称
の

、
く
一
く
一
.
に
つ
い
て
は
現
在
登
録
手
続
き
中
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
女
f
大
学
の
徽
章
や
エ
ン
ブ

レ
ム
に
つ
い
て
も
登
録
申
訥
を
行
い
、
 
5
月
N

日
付
で
徽
章
お
よ
ぴ
エ
ン
ブ
レ
ム
は
商
標
と
し

て
登
録
さ
れ
た

春
季
り
ト
リ
ー
ト

5
月
詑
日
・
部
日
に
同
志
社
び
わ
こ
り
ト
リ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
、
教
職
員
を
今
Π
め

叫
人
が
参
加
沢
知
忠
氏
(
歌
千
に
分
か

ち
あ
う
心
」
を
テ
ー
マ
に
ヒ
ア
ノ
弾
き
治
り
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
う

た
と
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
す
べ
て
を
仏
え
る
と

い
う
彼
女
の
歌
声
う
こ
こ
ろ
"
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
)
に
会
場
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
た

日
々
の
生
活
と
蹴
れ
て
自
分
を
見
つ
め
返
し
、

心
を
開
い
て
共
に
請
り
合
う
貰
重
な
時
問
を
過

こ
し
た
ま
た
新
し
い
仲
問
と
出
会
え
た
こ
の

2
日
問
は
参
加
者
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
確
倫
し
て
い
る
。

高
等
学
校

●
校
祖
永
眠
記
念
礼
拝

●
3
年
学
年
末
試

●
入
学
試

一
叢
志
願
者
数
 
3
9
5
人

(
女
子
 
1
6
9
人
、
男
f

●
卒
業
式

卒
業
生
 
4
1
5
人

(
女
子
 
2
0
8
人
、
男
子
 
2
0
7
人
)

●
1
・
2
年
生
学
年
末
試

新
入
生
 
4
0
3
人

(
女
十
 
2
0
6
人
、
男
f
 
1
9
7
人
)

^
^
訂
^
^
^
^
^
^
^
 
8
^

(
女
イ
論
人
男
子
朝
人
)

2
・
3
年
生
学
カ
テ
ス
ト

1
月
町
S
1
月
別
日

2
月
円
・
Ⅱ
日

1
月
器
Π

3
同
2
S
3
同
6
日

●
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

3
打
N
e

対
象
同
志
社
ヰ
学
校
乍
徒

3
月
鉛
日

対
象
外
部
中
学
校
生
徒

入
艸
穫
の
心
構
え
續
袈
生
活
に
つ
い
て
の

い
ろ
い
ろ
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
教
科
声
の
購
入
な

ど
が
あ
っ
た
。

●
入
学
式

健
康
診
断

遠
足

2
2
6
人
)

3
打
円
日

4
月
巧
・
玲
日

4
月
舒
Π

4
月
即
日

兵

V
,

4
打
7
日

4む

0
0
Φ
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
1



各
ク
ラ
ス
行
き
先
・
班
分
け
・
食
亊
の
メ
ニ

ユ
ー
な
ど
す
べ
て
ク
ラ
ス
乱
で
決
定
し
、
笑

行
さ
れ
た

中
間
試
験

5
月
N
S
舒
日

宗
教
週
間

6
月
7
日

▽
「
何
を
持
っ
て
き
た
の
か
」

後
宮
敬
爾
氏
(
札
幌
北
光
教
会
牧
師
)

6
月
8
日

▽
「
負
け
試
合
を
支
え
る
も
の
」

柳
下
明
f
氏
(
大
津
教
会
副
牧
師
)

6
月
W
e

▽
「
小
さ
な
出
来
事
」

小
笠
原
純
氏
(
高
槻
市
日
占
台
教
会
牧
師
)

6
月
Ⅱ
日

▽
「
わ
た
し
た
ち
の
平
和
」

村
山
盛
芳
氏
(
大
阪
浪
速
教
会
牧
師
)

●
球
技
大
会

6
判
9
日

ク
ラ
ス
対
抗
で
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

、
、ノ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の

バ球
技
を
競
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

保
護
者
ク
ラ
ス
懇
談
会

6
打
円
日

教
育
実
習

3
学
期

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行

1
村
円
日
よ
り
学
級
閉
鎖
が
始
ま
り
、
ほ
と

ん
ど
の
学
年
が
閉
鎖
し
、
 
2
打
4
臼
ま
で
続
い

た
そ
の
た
め
期
末
考
査
前
に
7
時
限
を
付
け

足
し
、
不
足
分
を
補
っ
た

●
中
学
人
権
映
画
会

1
月
巧
日

●
団
体
鑑
賞

7
月
9
日

劇
団
そ
と
ば
こ
ま
ち
「
猿
飛
佐
助
S
 
期
は

夢
よ
た
だ
狂
へ
S
」
を
2
、
 
3
年
生
が
鑑
賞
し

ナ

1
年
ク
ラ
ス
合
宿

7
月
巧
・
玲
口

1
年
生
各
ク
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
地
域

の
循
舎
で
合
宿
 
2
学
期
の
学
園
祭
に
向
け
て

の
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
が
話
し
合
わ
れ
、
ク
ラ

ス
全
体
の
親
睦
に
も
大
い
に
役
立
っ
た

3
年
生
個
別
面
談

7
同
詑
・
鈴
Π

ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学
生

7
例
鈴
口

1
年
生
9
人
、
 
2
年
生
9
人
が
2
人
の
付
添

教
員
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル

ン
に
出
発
僻
国
は
8
月
8
0

●
期
末
試
験

3
月
玲
S
4
月
4
Π

咋
年
は
イ
ラ
ク
情
勢
の
悪
化
に
ょ
り
出
発
の

日
に
中
止
に
な
り
、
泣
き
出
す
生
徒
も
い
た
が
、

今
年
は
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
た

●
ヌ
エ
ー
バ
交
流
校
プ
ロ
グ
ラ
ム3

月
討
S
鈴
日

●
ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
月
訟
S
4
月
2
日

●
サ
ッ
カ
ー
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
遠
征

3
門
器
S
4
月
2
日

今
回
が
3
同
目
に
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の

ワ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
に
滞
在
し
、
プ
ロ
コ
ー
チ
に

よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
り
、
現
地
校
と

一
少
ヨ
 
m
印
ヨ
」
を
観
賞
し
た

●
高
大
連
携

2
月
即
日

大
学
の
文
学
部
中
井
義
明
教
授
が
、
一
寝
2

年
の
日
本
史
と
中
学
2
年
の
歴
史
授
業
を
参
観

さ
れ
た

高
校
卒
業
式

3
月
9
日

咋
年
と
は
異
な
り
晴
天
で
あ
っ
た
の
で
、
女

子
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
振
り
袖
姿
で
華
や
か
だ

つ
たス

キ
ー
学
校

3
月
円
S
鈴
日

例
年
ど
お
り
野
沢
温
泉
で
実
施
し
た

国
際
カ
ナ
ダ
語
学
研
修

香
里
中
高

5
村
引
S
6
月
玲
口

7
河
2
S
7
日



が
蟹
ノ
を
し
入
学
の
縦
ヒ
"
を
し
た

ヌ
エ
ー
バ
校
の
生
徒
が
短
期
留
学

5
同
中
旬

授
業
に
参
加
し
た
り
、
支
聖
(
八
巫
庵
)

で
お
茶
を
噛
ん
だ

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

6
月
即
Π

体
験
授
業
の
ほ
か
、
今
作
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た

高
校
外
部
模
擬
試
験

7
河
玲
U

終
業
式
終
f
後
、
 
3
学
年
で
実
施
さ
れ
た

来
年
度
よ
り
の
導
入
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
だ

つ
た

、一

の
対
抗
戦
な
ど
を
器
し
た
介
間
に
ロ
ン
ド

ン
市
内
観
光
や
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
へ
も
行
っ
た

総
勢
^
人
が
参
加
し
た

1
学
期

創
立
者
墓
参

4
 
一
一
 
2
 
一
一

中
学
]
年
は
朝
に
お
参
り
を
し
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
発
し
た
午
ル
佼
に
」
寝
1
作

で
南
九
州
に
焦
f
旅
行
を
災
施
し
た

ス
キ
ー
学
舎

3
H
別
日
か
ら
部
Π
ま
で
高
校
1
作
生
の
希

望
名
を
対
象
に
、
北
h
贄
局
原
屯
王
で
ス
キ

ー
の
論
習
会
メ
美
施
し
た

入
学
式

4
月
7
日

中
学
校
2
4
7
人
噂
斈
校
2
6
2
人
を

迎
え
、
人
学
式
を
打
っ
た
。

女
子
部
創
立
記
念
日

4
 
、
、
討
、
一

女
イ
部
創
立
1
2
5
周
年
の
記
<
牝
拝
を
も

つ
た
礼
拝
の
特
別
角
帥
に
は
同
志
社
女
子
大

学
名
.
瓢
授
、
鴛
渕
紹
子
先
生
を
お
迎
え
し
、

マ
米
光
館
と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」
と
い
う
題
で

奨
励
を
し
て
い
た
だ
い
た

春
季
遠
足

5
司
6
H

中
学
2
午
生
か
ら
商
校
3
年
生
が
各
半
作
こ

と
に
述
足
を
行
い
、
ク
ラ
ス
の
親
嘘
を
深
め
た
。

中
学
1
年
生
修
養
会

5
月
6
S
8
0

滋
欝
木
倒
民
休
暇
村
近
江
八
畍
に
て
「
阿
志

社
で
学
ぶ
一
を
主
腰
に
し
て
修
養
会
を
も
っ
た
。

修
錠
会
を
通
し
て
同
志
社
に
学
ぶ
愆
義
を
老
え

ナ

女
子
中
高

卒
業
式

向
校
卒
業
式

2
打
即
U

中
学
卒
業
式

3
刀
円
Π

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
栄
立
っ
て
い

つ
九修

学
旅
行

ル
ψ
^
f
2
^
^
^
、
 
3
^
^
日
力
ら
^
H
^
2

池
3
日
の
日
程
で
長
岫
力
向
に
、
高
校
2
作
生

は
 
3
村
2
「
力
ら
2
Π
の
4
油
5
口
の
Π
科

国
際
交
流

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
に
あ
る
ヌ
エ

ー
バ
椴
と
の
交
流
で
本
校
生
徒
が
現
地
で
3
月

0
0
Φ
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓

A.,
良'

スキー学校(野沢温泉にて)

73



討
日
か
ら
器
日
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
ヌ

エ
ー
バ
校
へ
体
験
入
学
し
た
。
 
5
月
8
S
巧
日

ま
で
ヌ
エ
ー
バ
校
生
9
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

し
、
本
校
へ
体
験
入
学
し
た
文
化
交
流
し
、

な
こ
や
か
な
時
を
過
こ
し
た

迂
国
》
」
)
勺
妾
に
送
っ
た

●
芸
術
鑑

6
月
8
日

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
京
都
市

交
糎
楽
団
の
演
奏
を
鑑
賓
し
た

●
球
技
大
会

高
校
生
は
6
同
2
日
、
中
学
生
は
6
月
N
e

に
、
球
技
大
会
を
実
施
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

゛
＼ノ

ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
ホ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

゛
＼ノ

ト
ボ
ー
ル
に
と
覇
を
競
っ
た
巾
学
、
高
校
と

も
に
、
楽
し
い
1
日
で
あ
っ
た

●
花
の
日
礼
拝

6
月
Π
日
に
は
、
聖
歌
隊
の
合
唱
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演
奏
に
ょ
る
賛
美
礼
井
を
も
ち
、
熔
日

に
は
、
花
を
持
ち
寄
っ
て
飾
り
、
花
の
日
の
礼

拝
を
も
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
、
花
と
募
金
を

持
っ
て
、
京
都
市
内
を
中
心
と
す
る
養
器
設
、

老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
保
育
鼎
寸
⑳
力
所
を
高

校
1
年
生
が
劼
問
し
、
交
流
を
も
っ
た

5
月
N
e

●
母
の
日
礼
拝

カ
ー
ネ
ー
シ
ヨ
ン
販
売
の
収
益
金
お
よ
ぴ
募

金
は
ハ
ン
セ
ン
病
救
済
団
体
の
璽
闇
社
と

宿
泊
研
修

5
月
6
S
7
日

中
学
校

5
月
円
S
Ⅱ
日

高
等
学
校

新
入
生
の
生
徒
た
ち
が
、
同
志
社
で
学
ぶ
こ

と
の
ψ
諌
を
考
え
な
が
ら
、
新
し
い
友
達
と
共

に
生
き
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
機
会

で
あ
る

2
0
0
4
年
1
学
期

●
入
学
式

●
始
業
式

4
月
6
日

4
月
8
日

国
際
中
高

宿泊研修時の朝の礼拝



●
校
外
学
習

6
月
7
日

井
上
ひ
さ
し
氏
の
脚
木
か
ら
な
る
名
作
「
父

と
谷
ら
せ
ぱ
」
の
劇
団
小
舩
座
の
ハ
ム
演
を
鑑
質

し
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
8
同
6
Π
以
際
、
猛
火
に

灼
か
れ
死
ん
で
い
っ
た
人
々
ば
か
り
で
は
な

く
、
生
き
残
っ
た
人
々
に
も
、
原
爆
は
.
園
い
よ

う
の
な
い
苫
し
み
を
与
え
続
け
る
娘
の
や
Π
し

み
を
救
う
た
め
に
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
お
父

さ
ん
の
姿
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
深
く
芳
え
る

塒
冏
を
ー
ヲ
え
て
も
ら
っ
た
。

花
の
日
礼
拝

6
月
8
Π

高
等
学
校
球
技
大
会

中
学
校
遠
足

6
打
Π
H

1
年
生
希
望
ケ
丘
文
化
公
園

2
作
生
嵯
峨
野
嵐
山
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

3
年
生
山
城
森
林
公
園
飯
金
炊
裂

高
等
学
校
は
ク
ラ
ス
対
抗
形
式
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
中
学
校
は
学
年
こ
と
§
足
を

実
施
し
た
梅
雨
の
時
期
で
天
候
が
心
配
さ
れ

た
が
、
真
夏
の
よ
う
な
暑
い
1
口
を
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
く
過
こ
し
た

●
日
本
文
化
の
日

6
打
N
e

ア
メ
リ
カ
ロ
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
か
ら

の
短
期
詔
学
生
、
 
1
年
問
の
交
換
留
学
生
を
交

え
て
、
多
く
の
生
徒
が
浴
衣
姿
の
1
n
を
過
こ

し
た
事
前
の
浴
衣
の
膚
付
け
教
室
、
当
日
の

昼
休
み
に
は
日
本
文
化
に
関
す
る
ク
ィ
ズ
や
ゲ

ー
ム
大
会
な
ど
、
腎
さ
を
吹
き
籠
ぱ
し
て
.
兀
気

に
楽
し
ん
だ
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

6
月
舗
日
S

仞
年
の
行
事
と
な
っ
た
校
祖
暫
奨
の
母
校

「
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
エ
ン
ド
ー
バ
ー
」

へ
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
今
年
度
も
学
校

を
代
表
し
て
7
人
が
参
加
し
た
。
 
6
週
問
に
お

よ
ぶ
学
習
支
g
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
。

実
り
多
い
研
修
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る

中
学
1
年
生
体
験
学
習
 
7
月
9
・
円
U

花
脊
山
の
家
に
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ツ
ク
、
飯
金
炊
壁
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
な

ど
盛
り
沢
山
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
た
ち
の
姿
が

と
て
も
新
鮮
で
あ
っ
た

3
"
円
日

0
0
仂
工
一
m
l
>
刀
m
で
0
刀
↓
 
5

り
素
噛
ら
し
い
合
唱
を
披
繍
し
た

卒
業
式

卒
業
生
3
2
4
人

(
女
了
1
7
5
人
、
男
f
1
4
9
人
)

●
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
訪
問

3
月
幻
S
即
Π

咋
年
度
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
た
め
に
出
発
剖
際

で
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
今
回
が
木
校
か
ら
の

初
め
て
の
訪
問
と
な
っ
た
。
 
8
人
(
旧
力
子
3
人

女
子
5
人
)
の
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
と
授
業

参
加
な
ど
の
交
流
を
行
い
、
烹
裟
な
訪
問
と

な
つ
た

入
学
式

4
月
5
日

新
人
生
3
2
5
人

(
女
f
1
7
6
人
、
屶
f
1
4
9
人
)

●
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ

.

創
立
者
墓
捗

4
ヨ
討
S
鈴

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
ー

油
2
日
の
キ
ャ
ン
プ
と
創
立
者
墓
参
を
2
期
に

分
け
て
行
っ
た
。

遠
足
(
2
・
3
年
生
)

4
月
器
目

2
作
生
は
滋
賀
県
0
賀
町
の
舩
の
浦
キ
ャ
ン

プ
場
で
、
 
3
年
生
は
滋
欝
小
希
望
ケ
丘
で
飯
金

炊
裂
を
汀
っ
た
。

1
年
生
保
護
者
の
た
め
の

中
学
校

●
合
唱
祭

2
月
N
e

各
ク
ラ
ス
と
も
、
学
作
を
締
め
く
く
る
征
年

恒
例
の
,
皐
と
し
て
ク
ラ
ス
全
体
が
つ
と
な



↑

J

.
ー

T
.

村
山
盛
芳
先
生
(
日
本
基
督
教
団
浪

花
教
会
牧
師
)

Ⅱ
日
「
た
っ
た
一
人
」
の
大
切
さ

後
宮
敬
邇
先
生
百
本
基
督
教
団
札

幌
北
光
教
会
牧
師
)

6
月
W
e

●
花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問

「
わ
た
し
た
ち
と
自
然
」

西
村
仁
志
先
生
(
本
校
卒
樂
生
、
環
豐
<

育
事
務
所
カ
ラ
ー
ズ
代
表
)

放
課
後
持
ち
寄
ら
れ
た
花
を
持
っ
て
船
岡

寮
を
生
徒
会
執
行
委
員
、
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部
、

宗
教
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
部
の
生

徒
が
訪
問
し
た

6
月
Π
日

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
舗
Π

●
英
語
暗
唱
大
会

,

ノ
》

、

メ
、

,
、
運
'
,

.

J

5
月
8
S
巧
日

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
の
本
校
訪
問
は
数
え

て
4
回
目
と
な
り
、
男
子
3
人
、
女
イ
5
人
が

本
校
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
約
]
過
間
、

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
生
徒
同

上
の
交
流
を
深
め
た

5
拘
B
e

生
徒
大
会

今
年
度
の
生
徒
会
の
活
動
方
針
と
予
算
案
が

提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル

生
も
参
加
し
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た

●
能
狂
言
・
演
鑑

6
門
4
日

2
仟
生
は
京
都
劇
場
で
劇
団
四
季
の

1
「
美
女
と
野
獣
」
、
 
3
年
生
は
観
世
会
館
で
能
狂

言
を
鑑
賞
し
た

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

6
H
5
日

約
2
3
0
0
人
の
小
山
璽
と
保
護
者
が
来
劼

さ
れ
、
礼
拝
や
模
擬
授
業
に
参
加
さ
れ
た

春
季
宗
教
週
間

6
Π
7
S
Ⅱ
日

8
日
「
小
さ
な
出
来
亊
」

小
笠
原
純
先
生
(
H
本
基
督
教
団
高

槻
日
吉
台
教
会
牧
師
)

9
日
「
明
日
に
つ
な
が
る
△
こ

柳
下
明
子
先
生
百
本
基
督
教
団
大

津
教
会
副
牧
師
)

円
日
「
B
A
N
 
A
N
A
」

ノ

'.
m
A

、
3
 
(

、

5
月
Π
口

学
校
生
活
案
内
の
集
い

各
教
科
、
校
務
か
ら
学
習
や
学
校
生
活
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
施
ル
双
、
ク
ラ
ブ
見
学
等
を

実
施
し
た
。

●
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
と
の
交
流

幼
稚
園

1
月
器
日

●
1
月
お
誕
生
日
会

午
前
中
は
全
園
児
で
、
午
後
は
誕
生
日
を
迎

え
た
園
児
と
保
護
者
、
教
員
が
外
食
を
共
に
し
、

お
祝
い
を
し
た
。
(
毎
月
1
回
行
う
)
。

参
観
日

2
月
2
S
9
Π

自
由
遊
ぴ
、
ク
ラ
ス
の
設
定
保
育
の
様
子
を

河

,

新入生オリエンテーションキャンフ

、

'L

、

・^ー

泳
i'ー



保
襲
者
に
兇
て
い
た
だ
い
た

お
も
ち
つ
き

2
打
4
0

お
も
ち
を
つ
い
て
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
に

き
な
こ
や
あ
ん
こ
を
つ
け
て
お
い
し
く
食
べ

ナ

鴨
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

年
中
・
年
長
児
で
防
災
セ
ン
タ
ー
に
出
か

、

映
画
を
観
、
火
嘔
や
地
,
辰
体
験
を
し
た

け●
交
通
安
全
教
室

2
月
円
日

2
村
鈴
S
部
Π

中
一
並
署
の
婦
交
さ
ん
に
横
断
歩
近
の
渡
り

方
や
、
交
趣
ル
ー
ル
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し

て
い
た
だ
い
た

大
道
芸
鑑

2
月
舒
日

全
憎
ル
で
劇
団
「
飛
h
船
」
に
ょ
る
紙
芝
居

や
南
京
玉
す
だ
れ
を
鑑
賞
し
た
。

移
動
動
物
園

3
月
3
臼

W
ル
カ
野
菜
や
米
物
を
焚
ノ
ノ
し
、
園
庭
で
動

物
た
ち
と
触
れ
合
い
、
楽
し
く
過
こ
し
た

ひ
な
祭
り
会
食

3
打
3
U

卒
園
礼
拝

3
司
8
日

卸
長
制
蒋
f
が
山
'
社
礼
井
堂
で
礼
打
を
し

全
園
児
で
鴨
川
へ
行
き
、
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

ん
だ園

外
保
育

、

豊
冨

円

5
打
6

1
日

ク
ラ
ス
こ
と
に
年
問
Π
標
や
子
ど
も
の
様

十
、
ク
ラ
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て
愆
見
交
換
を

丁
つ
た

園
児
大
会

5
月
B
U

宗
都
巾
私
立
幼
稚
園
の
年
偕
ル
が
柚
物
園
に

架
ま
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
楽
し
ん
た

(
年
長
組
親
f
参
加
)

春
の
遠
足

5
1
4
 
一
一

宝
ケ
池
公
剛
(
作
中
組
剛
児
)

ナ

お
茶
会

3
月
Ⅱ
Π

作
長
組
が
保
護
者
を
お
茶
と
お
菜
子
で
も
て

な
し
た

保
育
修
了
式

3
月
玲
U

年
長
組
露
人
)
の
馴
ル
が
卒
園
'
脊
を
い

た
だ
き
、
お
別
れ
の
.
雄
や
歌
を
歌
っ
た
。

入
園
式

4
打
捻
Π

3
歳
児
^
人
・
4
歳
児
4
人
が
入
園

2
打
B
R

開
園
記
念
バ
ザ
ー

6
打
円
日

園
児
や
卒
園
生
、
近
所
の
方
な
ど
が
集
ま
り
、

ゲ
ー
ム
や
貿
い
物
を
楽
し
ん
だ

じ
ゃ
が
い
も
掘
り

6
例
即
口

年
ヰ
・
年
長
組
で
地
下
鉄
に
乗
っ
て
北
山
の

畑
に
川
か
け
た

0
0
仂
工
一
Φ
工
>
刀
m
で
0
刀
↓

5
門
部
口

宝
ケ
池
f
ど
も
の
楽
園
(
年
少
釧
親
子
)

梅
小
路
八
南
(
年
長
釧
園
児
)

参
観
日

6
例
7
S
川
Π

花
の
日
礼
拝

6
月
Π
日

W
ル
た
ち
が
花
を
業
ノ
ノ
し
、
感
謝
の
礼
井
を

行
い

そ
の
後
い
つ
も
お
N
川
に
な
っ
て
い
る

、

方
々
に
剛
児
た
ち
が
持
ち
・
寄
っ
た
花
を
「
由
け

ナ

鴨川マラソン大会

フフ


